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１．今日の話題 
１．実践の背景（問題意識） 

 サイトの活性化・継続的更新における隘路 

２．実践の目的 

 活性化と継続のための要件は何か？ 

３．実践の方法（ケーススタディ） 

 活性化・継続・引継ぎの成功事例から要件を抽出 

４．実践の成果・概要 

 サイト認知・外部評価・担当者引継ぎの成功 

   ①CMS導入 ②担当者の複数化  

   ③サイト継承のための校内人事 

５．終わりに 
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２．実践の背景 学校Ｗｅｂサイト担当として 
 

   学校情報を開示する重要な広報メディア 

   効果的・効率的な運用体制を築くには？ 
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ウェブ管理業務  担当者は「兼任」が普通 
 

 …システムは複雑…片手間では難しい… 
 

更新担当はだれか？ 責任者はだれか？ 
 

「熱心」な人がいなくなったら… 
 …持続的な更新は引継ぎ可能なのか？ 



２．実践の背景 

学校ウェブ更新ランキング… i-learn.jpより 

 

・学校間格差大きい 

  …広報体制への意識と体制の格差を示す？ 

 

・上位校のランキング 毎年入れ替わりあり 
  …サイト引継ぎの難しさを示す？ 
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http://i-learn.jp  

石川県小学校ランク 2011.2.10より 

http://i-learn.jp/
http://i-learn.jp/
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３．実践の方法 

継続的な活性化に成功した学校の事例より 

サイトの活性化と継続性の要件を見出す 

 
①CMS導入による更新の容易化 

 

②担当者の複数化 

 

③サイト継承のための校内人事 
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４．実践の成果 
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石川県K市立N小学校のサイトの成果 
 
 2005～2009年度 前任担当者 
 2010～2011年度 現任担当者 
 
 J-KIDS大賞 県優秀校（9校） 
  2007～2011年度５年連続授賞 
 
  ○ 担当者交代によっても 
    サイト活性度は維持された 
    

  ○ 一定の外部評価を継続できた 
 

K市立N小学校のWebサイト 授賞履歴表示より 

      http://www.kanazawa-city.ed.jp/nuka-e/ 
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５．実践の概要 



５．①ＣＭＳ導入による更新の容易化  

頻繁な更新の重要性 

a.更新されないサイトは閲覧者定着せず 

b.保護者のニーズ…日常の学校の教育活動 
 

頻繁な更新のボトルネック 

  サイト管理者の負担 

  取材，記事作成，HTTP作成の操作， 

  サーバへのFTP操作… 

    担当は副業務として取り組む… 
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５．①ＣＭＳ導入による更新の容易化  

コンテンツマネジメントシステム 

（CMS）導入 2005年 

・Webブラウザから更新可能に（ブログ） 

・各種リンクの維持，画像管理など， 

も自動化 
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５．①ＣＭＳ導入による更新の容易化  

コンテンツマネジメントシステム 

（CMS）導入 2005年 

 

・Webブラウザから更新可能に 

・各種リンクの維持，画像管理など自動化 

・複数のコンテンツを継続的に更新可能に 

 

「テクニカルな煩雑さ」 

がCMS化で軽減される 
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５．②担当者複数化への取り組み経緯  

（ア）担当者単独の時期 2005年度 

・担当者のみで週２回程度の更新 

・担当者以外の発信を意図 

  CMS操作研修を実行 

  失敗！ → 職員は必要性感じず… 
 

操作の仕方だけ伝えても 

必要性がなければ発信の機運は高まらず 
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５．①ＣＭＳ導入による更新の容易化  

（イ）管理職の更新への参加 2006年度 

「校長室だより」がスタート 

  

 ・テキストと写真撮影を校長が担当   

 ・HTML化を担当者が行う 

 ・月６回程度の更新を維持 
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５．①ＣＭＳ導入による更新の容易化  

（イ）管理職の更新への参加 2006年度 
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重点１  
地域・保護者への感謝 
協力者へのアカウンタビリティ 

重点２  
日常活動のこまめな発信 
 職員の士気向上のため 



５．②担当者の複数化への取り組み経緯  

（イ）管理職の更新への参加 2006年度 
 

 ・サイト全体の更新頻度を底上げ 

 ・切り口の違う記事の発信 

  →「校長」発信に保護者の認知高まる 

管理職の関与の効果 

 学校全般を巡回，取材が可能な立場 

 学校の教育全体を把握できる立場 

 責任者から発信者へ 

    …学校の情報開示に大きく寄与 
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５．②担当者の複数化への取り組み経緯  

（ウ）学年のページの開設 2008年度 
  

最大のアキレス腱… 
 

 ▲担任は多忙→業務量増への警戒 

 ▲当事者意識を持ちにくく，メリット 

  感じにくい 「本務ではない！」 
 

 保護者のニーズは高い！ 

 しかし， 

 定期的に更新される学校は多くはない 
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５．②担当者の複数化への取り組み経緯  

「学年のページ」を成立させる方策 
  

 ○ 明確な責任分担 

  各学年に担当を置くことを分掌化 

 ○ 担当者限定の更新方法研修を実施 

 ○ 更新方法マニュアルを配布 

 ○ OJTで更新を担当者がサポート 
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５．②担当者の複数化への取り組み経緯  
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学年ページ成立の効果 

 月平均１～２回の更新が定着 

 学校評価アンケートで「学校の情報開
示」項目の評価高まる 



５．②（エ）更新停滞への保護者の反応 ２００９年度 

“更新停滞ショック” 

 2009年度 担当者の多忙 
 ６年生担任・研究主任・情報担当 三つを兼務 
   

 サイトの更新頻度が大幅に低下 
 

 ７月学校評価アンケート 
 

  評価数値が顕著に低下 

  頻度低下を指摘する保護者コメント多数 
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５．②（エ）更新停滞への保護者の反応 ２００９年度 

“更新停滞ショック”の反応と対策 

 ○ ７月職員会議で議題に 

  ・校長「危機感」の表明 

  ・学校情報発信の重要性が全体に 

   共通理解される 

 ○体制再構築へ 

  ・学年担当者による更新がさかんに 

  ・１２月学校評価アンケートで 

   保護者評価が回復する 
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主担当者の異動を想定（2008年度末）   

 2009年度 校長は主担当者を２名配置 

 サイト継承の準備・指導を指示 
 

 年度中は主担当者が主に業務を担当 

      （副担は初任者のため） 
 

 実際の引き継ぎは３月末に 
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５．③サイト継承のための校内人事 2009年度 

１年間の複数配置は， 

 副担当者の「準備学習期間」の効あり 
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終わりに 
サイト運営履歴まとめ 



                                 

活性化・継続的更新 履歴 
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保護者の評価 その１ 

更新頻度への評価

かなり良い
56%

不足気味
4% とても良い

36%
もう少し

4%
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保護者の評価 その２ 

コンテンツの評価

担任から
一言メッセージ

15%

ののっこ写真
ニュース

38%

お知らせ掲示板
15%

学校年間行事予定
11%

児童作品
ギャラリー

21%
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携帯アクセス可能なサイト構成への評価

あれば良い
25%

必要なし
30%

とても良い
25%

どちらでも
20%

主たる閲覧方法

携帯電話
13%

自宅から
74%

その他
5%

勤務先等
から
8%

あれば
良い41%

必要なし
12%

とても
良い41%

どちら
でも 6%

携帯電話アクセス
の利便性に対する

評価 



閲覧者相互の情報交換の場の設定希望

必要なし
10%

発信意欲小
25%

発信意欲大
8%

メルマガ
受信希望

13%

発信意欲中
44%
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閲覧時間帯 午前中～12時
6%

夕方～19時
24%

朝6時～9時
2%

午後～5時
12%

夜19時以降
56%
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閲覧頻度
ほぼ毎日

2%

週に一度
11%

なし
23%

今までに数回
55%

二・三日に一度
9%
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閲覧者の接続環境

勤務先等
PC 24%

自宅PC
45%

携帯電話
24%

なし
7%
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